
表 9.1（データ）から図 9.1（散布図）の作成 

表 9.1 のデータ（tbl9.1.xls）をもとにして，縦軸が Y（家計最終消費支出），横軸が X（県

民雇用者報酬＋財産所得（非企業部門））のグラフ（散布図）を作る。列の順序として，X
を左，Y を右に並べなければならない。そのため，B 列の Y を D 列にコピーする。コピー

の方法としては，B にマウスを持っていき，マウスの左ボタンを押す。次に，B にマウスが

ある状態で，マウスの右ボタンを押し，「コピー（C）」を選択する。D で右ボタンを押し，

「貼り付けのオプション」の一番左のアイコン「貼り付け（P）」を選ぶと，下記のように，

B 列が D 列にコピーできる。 
 

 
 
マウスで C3 をクリックして，マウスの左ボタンを押し続けながら，D50 でマウスボタン

を離す。 
 
 



 
    ・   ・   ・ 
    ・   ・   ・ 
    ・   ・   ・ 

 
 

この状態で，「挿入」のタブを選び， （散布図）を選び，その中の左上のグラフを下

記のように選ぶ。 
 

 
 
上記のグラフをクリックすると，下記のような散布図が出来上がる。 



 

 
さらに，グラフ内の の一つにマウスを持っていき，マウスの右ボタンをクリックすると，

下記の画面が現れる。 
 

 

「近似曲線の追加（R）」を選ぶと，下記の画面が出てくる。 



 
 
「線形近似（L）」にチェックが入っているのを確認して，「閉じる」をクリックすると，図

9.1 が完成する。また，直線の方程式をグラフ内に表示させるためには，上記の「グラフに

数式を表示する（E）」にチェックを入れて，「閉じる」をクリックすればよい。さらに，決

定係数も表示させるためには「グラフに R-2 乗値を表示する（R）」にチェックを入れる。 
 

 



図 9.1 の直線の計算方法（9.6 節） 

 表 9.1 のデータ（tbl9.1.xls）から，直線の方程式を求める。D4 に =B4*C4 とタイプし

て Enter を押し，E4 に =C4^2 をタイプして Enter を押す。 

 

    ・   ・   ・ 
    ・   ・   ・ 
    ・   ・   ・ 

 
D4 でマウスの左ボタンをクリックして，左ボタンを押し続けながら E4 まで選択する。そ

の状態で，マウスの右ボタンを押して，「コピー（C）」を選ぶ。次に，D5 でマウスの左ボ

タンをクリックして，左ボタンを押し続けながら E50 まで選択して，左ボタンを離す。最

後に，この状態でマウスの右ボタンを押して，「貼り付けのオプション」の一番左のアイコ

ン（すなわち，「貼り付け（P）」）を押すと，上の結果が得られる。 
 B51 に =SUM(B4:B50) とタイプし，コピーして，C51，D51，E51 に貼り付ける。 

 



B51 はΣY，C51 はΣX，D51 はΣXY，E51 はΣX2 がそれぞれ計算されている。 

B53 に =(D51-B51*C51/47)/(E51-C51^2/47) とタイプして，下のように，傾きが計算さ

れる。 

 

B54 に =(B51-B53*C51)/47 とタイプすると，下のように，切片が得られる。 

 
 
次に，Y の予測値（すなわち，X の値に対応する Y の直線上の値）を求める。F4 に 

=$B$54+$B$53*C4 とタイプする。F4 をコピーして，F5 から F50 に貼り付け，下の結果

が得られる。 

 



$B$53，$B$54 とは B53，B54 に入っている値を必ず使うという意味である（このことは

絶対参照と呼ばれる）。 
 Ｙの実際のデータと予測値との差を残差と呼び，G4 に =B4-F4 とタイプする。G4 をコ

ピーして，G5 から G50 に貼り付ける。結果は下である。 

 

 残差の２乗を求めるために，H4 に =G4^2 とタイプする。H4 をコピーして，H5 から

H50 に貼り付ける。下の結果が得られる。 

 

残差平方和を求めるために，H51 に =SUM(H4:H50) とタイプする。 

 



 回帰式の標準誤差（すなわち，s）を得るために，B56 に =(H51/(47-2))^0.5，または，

=SQRT(H51/(47-2))とタイプする。 

 

 傾きと切片の推定値の標準誤差を求める。C53 には =B56/(E51-C51^2/47)^0.5，C54 に

は =B56*(1/47+(C51/47)^2/(E51-C51^2/47))^0.5 として計算する。 

 

 さらに，D53 に =B53/C53 として，傾きの推定値の t 値を求める。D53 をコピーして，

D54 に貼り付ける。 

 



 最後に，決定係数を計算するために，I4 に =B4^2 をタイプする。I4 をコピーして，I5
から I50 に貼り付ける。 

 

さらに，I51 にΣY2 を計算するために，=SUM(I4:I50) とタイプする。 

 
決定係数は，B57 に =1-H51/(I51-B51^2/47) として得られる。B58 に自由度修正済み決定

係数は =1-(H51/(47-2))/((I51-B51^2/47)/(47-1)) として計算される。 

 
 

「分析ツール」を使った回帰分析 

 上記の方法は，単回帰の場合には，比較的簡単に計算できるが，説明変数が 2 つ以上の

重回帰になると非常に煩雑になる。「分析ツール」を使うと，簡単に，回帰分析を行うこと

ができる。 



「データ」のタブを選び，一番左の「データ分析」をクリックする。「データ分析」の表

示のさせ方（すなわち，「分析ツール」の組み込み方）については，別ファイル（analysis.pdf）
を参照せよ。「データ分析」をクリックすると，下のような画面が現れ，その中の「回帰分

析」を選んで，「OK」ボタンをクリックする。 

 
 
そうすると，下の画面になる。 
 

 
 
「入力 Y 範囲（Y）」の右側の空欄をマウスでクリックして，さらに，B4 をクリック，マウ

スの左ボタンを押し続けながら B50 でマウスボタンを離す（または，B4:B50 とタイプする）。

同様に，「入力 X 範囲（X）」の右側の空欄をマウスでクリックして，さらに，C4 をクリッ

ク，マウスの左ボタンを押し続けながら C50 でマウスボタンを離す（または，C4:C50 と入

力する）。「一覧の出力先（S）」にチェックを入れて，その右側の空欄をクリック，適当な

場所をマウスでクリックして選択する（ここでは，E17 をクリックする。または，E17 と

タイプする）。下のような表示になる。 



 
このように入力した後，右側の「OK」ボタンをクリックする。下のような出力結果が得ら

れる。 

 
「重決定 R2」は決定係数と呼ばれるもので，「補正 R2」は自由度修正済み決定係数と呼ば

れる。「標準誤差」とは回帰式の標準誤差のことである。 
 先に得られた数値と今回得られた数値を比較すると，それぞれの数字がどのような意味

かがわかるだろう。 
 

10.6.2 節の数値例の計算 

「10.6.2_data.xls」は「tbl9.1.xls」に都道府県の人口（百万人）データを追加したもの

である。まずは，上で行ったものと同じ推定を行い，残差の 2 乗が人口の 2 乗に依存する

かどうかを確かめる。 



 「データ」タブ，「データ分析」を順にクリック，「回帰分析」を選び，「OK」ボタンを

クリックする。「入力 Y 範囲（Y）」の右側の空欄に B4:B50 とタイプする。同様に，「入力

X 範囲（X）」の右側の空欄に C4:C50 とタイプする。「一覧の出力先（S）」にチェックを入

れて，その右側の空欄に E17 とタイプする。さらに，残差の値を得るために，「残差（R）」

にチェックを入れる。すなわち，下のような表示になる。 
 

 
 
右側の「OK」ボタンをクリックする。下のような出力結果が得られる。 
 

 
画面の下のほうに残差出力が追加されている。 
 



 次に，残差の 2 乗データ（「残差^2」）と人口の 2 乗データ（「人口^2」）を作成する。H41
に =G41^2 とタイプする。I41 に =D4^2 とタイプする。 
 H41 をマウスでクリックして，マウスの左ボタンを押す。マウスの左ボタンを押し続け

たまま，隣の I41 に移動して，マウスの左ボタンを離す。その場で，マウスの右ボタンを

押し，「コピー（C）」をクリックする。 
 H42 をマウスでクリックして，マウスの左ボタンを押す。ボタンを押し続けたまま，I87
まで移動し，マウス･ボタンを離す。同じ位置で，マウスの右ボタンを押し，「貼り付けオ

プション」の一番左のアイコン（「貼り付け（P）」）をクリックする。 
 このようにして，下のような出力結果を得る。 
 

 

 
残差の 2 乗データ（「残差^2」）は人口の 2 乗データ（「人口^2」）に影響を受けるかどうか

を調べるために，回帰分析を行う。 
再度，「データ」タブ，「データ分析」を順にクリック，「回帰分析」を選び，「OK」ボタ

ンをクリックする。「入力 Y 範囲（Y）」の右側の空欄に H41:H87 とタイプする。「入力 X
範囲（X）」の右側の空欄に I41:I87 とタイプする。「定数に 0 を使用（Z）」にチェックを入

れる。さらに，「一覧の出力先（S）」にチェックを入れて，その右側の空欄に A88 とタイプ

する。すなわち，下のような表示になる。 



 
 
右側の「OK」ボタンをクリックする。下のような出力結果が得られる。 
 

 
 

t 値を見ると，残差 2 乗は人口 2 乗に依存することがわかる。したがって，消費と所得の

データをそれぞれ人口で割って，回帰分析をしなおす必要がある。「重決定 R2」，「補正 R2」
は他の計量ソフト（例えば，TSP，STATA など）で推定すると，その値は大きく異なる。

定数項がない場合に，このようなことが起こるようである。 
 
 残差 2 乗が人口 2 乗に依存するので，誤差項は不均一分散ということになる。この点を

考慮に入れて推定しなおす。今まで得られた結果を破棄して，新たに「10.6.2_data.xls」を

用いる。E4 に =B4/D4，F4 に =1/D4，G4 に =C4/D4 とタイプする。E4，F4，G4 をコ

ピーして，E5 から G50 を選択して貼り付ける。 
 



 
    ・   ・   ・ 
    ・   ・   ・ 
    ・   ・   ・ 

 
 
「データ」タブ，「データ分析」を順にクリック，「回帰分析」を選び，「OK」ボタンをク

リックする。「入力 Y 範囲（Y）」の右側の空欄に E4:E50 とタイプする。「入力 X 範囲（X）」

の右側の空欄に F4:G50 とタイプする。「定数に 0 を使用（Z）」にチェックを入れる。さら

に，「一覧の出力先（S）」にチェックを入れて，その右側の空欄に H4 とタイプする。右側

の「OK」ボタンをクリックする。下のような出力結果が得られる。 
 

 
 
この結果の場合も，「重決定 R2」，「補正 R2」は他の計量ソフト（例えば，TSP，STATA
など）で推定すると，その値は大きく異なる。この推定にも定数項は含まれていない。 
 



 参考のため，一人当たりの消費と所得の関係を表す散布図を描いてみよう。回帰式を求

める前の段階まで戻して，次の表から始める。 

 
    ・   ・   ・ 
    ・   ・   ・ 
    ・   ・   ・ 

 
 
散布図を得るためには，横軸が左側のデータ，縦軸が右側のデータになっていなければ

ならないので，E 列のデータを H 列にコピーする。その手順は次のとおりである。 
 

(1) E にマウスを移動させ，マウスの左ボタンをクリックして，範囲を設定する。 
(2) すぐにマウスの右ボタンをクリックして，その中の「コピー（C）」をクリックする。 
(3) H にマウスを移動させ，マウスの左ボタンをクリックする。 
(4) すぐにマウスの右ボタンをクリックして，「貼り付けオプション」の左から２つ目の

アイコン ，すなわち，「値（V）」をクリックする。 

以上の手順で，次の結果を得る。 
 



 
    ・   ・   ・ 
    ・   ・   ・ 
    ・   ・   ・ 

 
 
 最後に，G3 にマウスを置いて，右ボタンを押しながら H50 にマウスを移動させて，範

囲を設定する。「挿入」タブ， （散布図）のアイコン，左上のアイコンを順にクリッ

クする。そうすると，次のような散布図が描ける。２ページで得られた Y（縦軸）と X（横

軸）との関係を表すグラフと今回得られた Y/Z（縦軸）と X/Z（横軸）との関係を表すグラ

フを比較すると，後者はよりデータが真ん中に集中している（前者はデータが右上に一つ

だけ離れている）ように見える。ただし，前者のほうがより直線に近いといえる。 



 


